



















完結型から保健 ・医療 ・福祉 を連動 した地域完結型医療








　この取 り組みか ら、特 に地域連携 に価値 をおけるマネ
ジメントカ、変化に対応できるリーダーシップ、保健 ・









　 しか し、機能分化 による一部の病院の縮小に焦点が集




脅威 ととるか、機会 ととるかで道が分かれると考 える。















が同方向に向 き、 まさ しく 「ジャス ト　 イン　 タイム」
であ り、変化 に対応 しよう、 しなければの意識が行動 に
なっていた。
　21世 紀 を迎え、医療を取 り巻 く環境の変化は加速 し、
病院経営の悪化 に拍車をかけている。小山秀夫氏は、変
化の時代に必要なスタンスは 「急激 な変化に対応で きる
かどうか」ではな く、「求められていることを自覚で き
るか どうか」であ り、「環境の変化 に対応できない者は
淘汰される」 と述べている。すなわち、変化 を見逃 さず・
先を読むこと ・流れに乗ること ・スピーディに、これ ら
を信念 をもって、真剣に挑戦するリーダーシップが重要
になる。県指導の計画、保健大の リーダーシップに引 き




.保 健 ・医療 ・福祉を結ぶ人材育成
　包括 ケアシステム下における 「橋渡 しナース」は、県 ・















Ⅴ.行 政 ・教育 ・現場3者 協働の有効性
　前述に したように、当地域 における地域連携は、行政






援 と評価に関わ り、それを現場が地域 に活かした形で実
践する。すなわち、それぞれが各々の機能 と役割を最大







構築 に様々なツールを活用 し、多職種、組織 間の連携構
築に取 り組んで きた。この経験から地域住民の健康 を支
える関係従事者が、地域連携の必要性 を認識 し、「求め
る」か ら 「歩み寄る」姿勢が連携の第一歩であ り秘訣で
あることを学 んだ。時代の波に乗 るには 「変化」は必須
であるが、看護する上で、看護の心は変わらない。いい
かえれば、変化すべ きことと普遍性であることを、一緒
くたにせず、「今 日より明 日、明日より明後 日・・・　 」
－64－
と改善 していこうということに他ならない。これからも、
教育機関では基礎学 ・看護の心と良識 をもった人間性 を、
そ して、現場では実践 によるスキルアップと人間 として
の成長を、相互でフィー ドバ ック しなが ら進むことをの
ぞむ。
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